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サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
サ
ル
マ
ン
皇
太
子
は

今
年
三
月
、
サ
ウ
ジ
・
グ
リ
ー
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
中
東
グ
リ
ー

ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
い
う
独
自
の
気
候
変
動
対
策
を
発
表
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
に
よ
り
同
国
の
発

電
部
門
で
消
費
さ
れ
て
い
る
石
油
を
節
約
す
る
こ
と
、
ま
た
周
辺
国

と
合
わ
せ
て
五
〇
〇
億
本
の
植
林
を
行
う
こ
と
を
柱
と
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
二
六
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
26
）
の
直
前
の
一
〇
月
二
三
日
・
二
五
日
に
両
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

に
関
す
る
国
際
会
議
を
開
催
し
、
気
候
変
動
対
策
に
お
い
て
中
東
諸

国
を
リ
ー
ド
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
会
議
で
の
成
果
を

携
え
て
、
一
〇
月
三
一
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
に
ム
ハ
ン
マ

ド
皇
太
子
自
身
が
参
加
し
、
国
際
社
会
に
対
し
て
そ
の
取
り
組
み
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
事
前
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
事
務
局
が
作
成

し
た
参
加
者
リ
ス
ト
に
も
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
皇

太
子
は
結
局
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
に
姿
を
現
さ
な
か
っ
た
。

　

ム
ハ
ン
マ
ド
皇
太
子
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
を
欠
席
し
た
理
由
と
し
て
は
、

次
の
二
つ
を
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
同
様
、

欧
州
を
中
心
と
し
た
急
進
的
な
気
候
変
動
対
策
に
懐
疑
的
な
立
場
を

取
っ
て
き
た
中
国
や
ロ
シ
ア
の
首
脳
が
同
会
議
を
欠
席
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
や
ロ
シ
ア
の
首
脳
が
不
在
の

な
か
、
先
進
国
並
み
の
目
標
ま
で
は
掲
げ
て
い
な
い
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
歓
迎
さ
れ
な
い
公
算
が
高
ま
っ
て
い
た
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
確
か
に
グ
リ
ー
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
掲

げ
た
も
の
の
、
よ
り
強
力
な
気
候
変
動
対
策
を
求
め
る
者
か
ら
見
れ

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員

近
藤
重
人

新
た
な
気
候
変
動
対
策
を
打
ち
出
し
た
サ
ウ
ジ
だ
が
、

先
進
国
と
の
温
度
差
は
依
然
大
き
い
。

さ
ら
に
、
ム
ハ
ン
マ
ド
皇
太
子
に
対
す
る
米
国
の
不
信
感
も
あ
り
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
は
存
在
感
を
示
せ
な
か
っ
た
。

サ
ウ
ジ
の
気
候
変
動
対
策
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
継
続
す
る
か
。

こ
ん
ど
う　

し
げ
と　

慶
應
義
塾
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
修
了
。サ
ウ
ー

ド
国
王
大
学
（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
）
客
員
研
究

員
。
博
士
（
法
学
）。
専
門
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
を
中
心
と
し
た
中
東
情
勢
分
析
。

サ
ウ
ジ
皇
太
子
C
O
P
26
欠
席
の
背
景
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ば
、
そ
の
内
容
は
ま
だ
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
同
国

は
中
国
や
ロ
シ
ア
と
同
じ
二
〇
六
〇
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
掲
げ
た
が
、
こ
れ
は
二
〇
五
〇
年
の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を

掲
げ
た
欧
州
、
日
本
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
な
ど
か
ら

見
れ
ば
遅
い
目
標
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
目
標
を
掲
げ

て
い
な
か
っ
た
時
点
に
比
べ
れ
ば
大
き
な
進
展
で
あ
っ
た
が
、
主
催

国
の
英
国
を
は
じ
め
と
し
て
二
〇
五
〇
年
目
標
を
掲
げ
る
国
が
多
く

参
加
す
る
中
で
、
取
り
立
て
て
サ
ウ
ジ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
な

い
恐
れ
が
あ
っ
た
。

バ
イ
デ
ン
大
統
領
へ
の
接
近
は
か
な
わ
ず

　

ム
ハ
ン
マ
ド
皇
太
子
が
欠
席
し
た
第
二
の
理
由
は
、
現
在
支
持
率

の
低
下
に
悩
む
米
国
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
、
米
国
民
の
感
情
を
考

慮
し
て
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ
ン
皇
太
子
と
の
接
触
を
避
け
た
可
能
性
で

あ
る
。
折
し
も
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
の
直
前
の
一
〇
月
二
五
日
に
は
、
ム
ハ
ン

マ
ド
皇
太
子
が
前
国
王
の
殺
害
を
示
唆
し
て
い
た
と
い
う
ム
ハ
ン
マ

ド
・
ビ
ン
・
ナ
ー
イ
フ
前
皇
太
子
の
元
側
近
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
米

国
内
で
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
、
現
皇
太
子
に
対
す
る
負
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
ま
っ
て
い
た
。
米
国
で
は
二
〇
一
八
年
の
ト
ル
コ
に
お
け
る
米
国

在
住
サ
ウ
ジ
人
記
者
殺
害
事
件
は
皇
太
子
に
責
任
が
あ
る
と
考
え
る

者
も
、
依
然
と
し
て
多
く
い
る
。

　

そ
も
そ
も
ム
ハ
ン
マ
ド
皇
太
子
が
今
年
三
月
以
来
、
グ
リ
ー
ン
・

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
掲
げ
て
気
候
変
動
対
策
に
積
極
性
を
示
し
た
背

景
に
は
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
へ
の
接
近
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
。
バ

イ
デ
ン
大
統
領
は
上
述
の
記
者
殺
害
事
件
な
ど
を
め
ぐ
り
大
統
領
選

挙
期
間
中
も
ム
ハ
ン
マ
ド
皇
太
子
を
非
難
し
、
政
権
発
足
後
も
皇
太

子
と
の
直
接
的
な
接
触
を
避
け
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
ム
ハ
ン

マ
ド
皇
太
子
が
気
候
変
動
問
題
を
重
視
す
る
同
大
統
領
と
接
近
す
る

目
的
も
込
め
て
推
進
し
た
の
が
グ
リ
ー
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で

あ
っ
た
が
、
結
局
そ
の
目
論
見
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
不
発
に
終
わ
っ
た
。

　

ム
ハ
ン
マ
ド
皇
太
子
は
今
後
、
二
〇
六
〇
年
の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
目
標

の
正
統
性
を
国
際
社
会
で
説
明
し
、
同
じ
目
標
年
を
掲
げ
た
中
国
や

ロ
シ
ア
と
も
必
要
に
応
じ
て
連
携
す
る
だ
ろ
う
。
二
〇
五
〇
年
目
標

の
設
定
に
躊
躇
す
る
途
上
国
も
ま
だ
多
く
存
在
し
て
お
り
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
立
場
は
決
し
て
国
際
社
会
に
お
い
て
例
外
的
で
は
な

い
。
そ
の
一
方
で
、
三
月
以
降
の
グ
リ
ー
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

米
国
の
ケ
リ
ー
気
候
変
動
担
当
特
使
が
評
価
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ

り
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
関
心
を
引
く
た
め
の
手
段
と
し
て
、
引
き

続
き
皇
太
子
は
グ
リ
ー
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
堅
持
す
る
だ
ろ
う
。

来
年
の
エ
ジ
プ
ト
主
催
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
、
再
来
年
の
Ｕ
Ａ
Ｅ
主
催
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
28
に
お
い
て
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
展
開
が
見
ら
れ
る
か
、
同

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。
●




